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ニセコ脳神経外科、開院３ １５ 震災から２年、復興への思いを込めて３ １０

林野火災予防標語表彰式２ １８ ふうどＬＡＢＯ活動報告＆試食会２ ２０

　町内に初めてとなる脳神経外科「ニセコ脳神

経外科」が開院しました。体の中でも一刻を争

う部位であるだけに、地域医療にとって大きな

役割を担うことになるでしょう。

　中小企業センターでは、町内団体等からの協

賛により宮城県石巻市の名産品を揃えてハート

フルバザーが行われました。

　悪天候の中、町議会議員のみなさんは元気よ

く売り捌いていました。

　森林を火災から守るためのコンクールで、倶小

の佐々木佳穂さんが優秀賞、東田恭佳さんが入選

をそれぞれ果たしました。各作品は以下の通り。

佐々木さん『もえる森　かがやく命　消してゆく』

東田さん『火の海は　森林の命　うばいます』

　ポテトペーストを活用し、地域経済活性化を

目指す『ふうどＬＡＢＯようてい』の活動報告

が行われました。試食会では昨年の羊蹄山麓味

覚フェスタで開催された作品が並び、様々な工

夫を凝らしたペーストの味を楽しみました。

優勝はスキー伝来１００周年『レルヒ鍋』２ ２８ 小型化で効率アップへ２ ２６

　今年の鍋大賞で優勝したのは倶知安女性ドラ

イバー愛好会の『レルヒ鍋』でした。

　大根おろしは雪、２本のハムはレルヒさんの

スキー、ゴボウは一本杖をそれぞれイメージし

て作ったとのこと。

　「ＣＡＦＳ（キャフス）装置」という、圧縮さ

れた泡を放出する消防車が、倶知安消防署に新

たに導入されました。泡は水と違って定着する

ことから、積載水量を軽減できました。

　今後の活躍に期待しています。


